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～平成28年第1回定例会～～平成28年第1回定例会～

　一般会計の当初予算規模は、前年度当初予算対比

で２１００万円（０．７５％）の微増となりました。

　主な内容は下記のとおりです。

各会計予算については、表１のとおりです。また、

平成２８年度予算の概要については、広報しかべ４

月号に掲載しておりますので省略いたします。

　今定例会は、平成２８年度一般会計予算及び特

別会計予算等の議案５件について、議長を除く議

員全員で構成する予算審査特別委員会に付託さ

れ、審査の結果いずれも原案どおり可決すべきも

のと決定され、委員長報告のとおり可決されました。

　

　上記５件のほかに

　●町長提出議案　１９件

　●議員発議　　　　１件

　●報告　　　　　　１件

　全て原案のとおり可決し、閉会しました。

　

　一般質問の提出はありませんでした。

平成28年度一般会計予算可決　２８億３，８００万円

～歳出～

○ふるさと納税関連費用の増

○しかべ間歇泉公園周辺整備事業完了に

　よる工事請負費の減

～歳入～

○ふるさとしかべ応援寄附金の増

表１	 単位：千円

※一般会計は、平成２７年度の国の補正予算である交付金により平成２８年度に繰越して実施する　　

　事業１億３７１１万２千円を加え、総額では２９億７５１１万２千円となります。

※水道事業会計は、収益的支出と資本的支出の合計額です。

主な内容

年度別
会計別 ２８年度 ２７年度 増減額 増減率

一 般 会 計 2,838,000 2,817,000 21,000 0.75％

特 別 会 計

国 民 健 康 保 険 1,083,543 1,106,634 ▲ 23,091 ▲ 2.09％

介 護 保 険 事 業 376,161 390,286 ▲ 14,125 ▲ 3.62％

後 期 高 齢 者 医 療 50,015 46,506 3,509 7.55％

小 計 1,509,719 1,543,426 ▲ 33,707 ▲ 2.18％

水 道 事 業 会 計 182,069 140,333 41,736 29.74％

●３月８日～３月９日

　（会期は４日間で、実日数は２日間開催）

条
　
　
　

例

◆	

鹿
部
町
行
政
不
服
審
査
会
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　
平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
施

行
さ
れ
る
全
部
改
正
さ
れ
た
行

政
不
服
審
査
法
の
規
定
に
基
づ

き
、
新
た
に
設
置
す
る
鹿
部
町

行
政
不
服
審
査
会
に
係
る
条
例

を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

　
行
政
不
服
審
査
会
と
は
。

　
町
が
行
っ
た
行
政
処
分
等
に

　
対
す
る
町
民
か
ら
の
不
服
申

　
立
て
を
審
査
す
る
た
め
の
組

　
織
で
す
。

◆	

行
政
不
服
審
査
法
の
施
行
に

伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
全
部
改
正
さ
れ
た
行
政
不
服

審
査
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
鹿

部
町
情
報
公
開
条
例
や
鹿
部
町

個
人
情
報
保
護
条
例
な
ど
、
関

係
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。

ＱＡ
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定
　
　
例
　
　
会

◆	

鹿
部
町
職
員
定
数
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　
内
容
は
、
町
の
観
光
商
工
、

企
画
振
興
部
門
を
独
立
し
た
こ

と
や
国
・
北
海
道
か
ら
の
事
務

事
業
の
権
限
移
譲
、
国
の
政
策

に
よ
る
新
た
な
事
務
事
業
の
発

生
等
に
よ
り
、
職
員
を
増
や
し

て
お
り
、
今
後
、
職
員
の
採
用
、

退
職
、
再
任
用
等
に
よ
り
現
在

の
職
員
定
数
で
は
足
り
な
く
な

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、

４
人
の
定
数
増
の
改
正
を
行
う

た
め
一
部
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◆	

地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
独

立
行
政
法
人
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
地

方
公
務
員
法
の
一
部
改
正
に
基

づ
く
給
料
表
の
等
級
別
の
分
類

の
基
準
と
な
る
等
級
別
基
準
職

務
表
の
条
例
規
定
の
ほ
か
、
関

係
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。

◆	

鹿
部
町
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　
平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
施

行
さ
れ
る
学
校
教
育
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
に
基
づ

き
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。

◆	

鹿
部
町
特
別
職
の
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　
主
な
内
容
は
、
平
成
27
年
の

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
一
般
職

の
期
末
勤
勉
手
当
の
支
給
率
の

引
上
げ
に
伴
い
、
特
別
職
の
期

末
手
当
に
つ
い
て
改
正
す
る
も

の
で
す
。

◆	

鹿
部
町
教
育
長
の
給
与
、
勤

務
時
間
、
そ
の
他
の
勤
務
条

件
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　
内
容
は
、
前
項
の
鹿
部
町
特

別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
と
同
様
の
措
置
を
本
条

例
の
対
象
と
な
る
教
育
長
に
適

用
す
る
改
正
で
す
。

◆	

鹿
部
町
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
平
成
27
年
人
事
院

勧
告
に
基
づ
き
一
般
職
等
の
給

料
及
び
手
当
に
つ
い
て
、
改
正

す
る
も
の
で
す
。

◆	

鹿
部
町
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
　
内
容
は
、
平
成
27
年
６
月
に

公
布
、
平
成
28
年
４
月
１
日
か

ら
施
行
さ
れ
る
地
方
税
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
基
づ

き
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

も
の
で
す
。

◆	

鹿
部
町
福
祉
灯
油
等
の
助
成

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　
本
町
に
居
住
す
る
低
所
得
者

に
対
し
、
冬
期
間
の
増
嵩
経
費

の
一
部
を
助
成
す
る
こ
と
に
よ

り
、
経
済
的
な
負
担
の
軽
減
と

福
祉
の
向
上
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
新
た
に
制
定
す
る

も
の
で
す
。

◆	

鹿
部
町
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
「
し
か
べ
・
ぽ
っ
ぽ
館
」

の
設
置
及
び
管
理
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

　
鹿
部
町
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
「
し
か
べ
・
ぽ
っ
ぽ
館
」

の
開
設
に
伴
う
施
設
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
制
定
で
す
。

◆	

鹿
部
町
介
護
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　
内
容
は
、
平
成
27
年
10
月
に

施
行
さ
れ
た
「
行
政
手
続
に
お

け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る

た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す

る
法
律
」
に
基
づ
き
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

補	

正	

予	

算

◆	

平
成
27
年
度
鹿
部
町
一
般
会

計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
１

４
５
万
４
千
円
を
追
加
し
、
予

算
総
額
31
億
９
７
３
５
万
７
千

円
と
し
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
予
算
の
精
査
に
よ

る
減
額
と
、
国
の
補
正
予
算
で

あ
る
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金

な
ど
に
係
る
事
業
費
と
し
て
１

億
３
７
７
３
万
８
千
円
の
追
加

が
主
な
も
の
で
す
。

　
※
交
付
金
に
係
る
事
業
費
の

内
１
億
３
７
１
１
万
２
千
円
を

平
成
28
年
度
に
繰
越
し
て
執
行

し
ま
す
。

◆	

平
成
27
年
度
鹿
部
町
国
民
健

康
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
０
８

５
万
２
千
円
を
減
額
し
、
予
算

総
額
11
億
２
４
５
７
万
４
千
円

と
し
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
予
算
精
査
に
よ
る

執
行
見
込
の
減
額
が
主
な
も
の

で
す
。

　
一
方
追
加
は
、
一
般
会
計
か

ら
の
繰
入
金
４
６
７
万
２
千
円

の
追
加
が
主
な
も
の
で
す
。

しかべ・ぽっぽ館

（ 3 ） 鹿部町議会だより



定
　
　
例
　
　
会

委 

員 

会 

の 

活 

動

◆	

平
成
27
年
度
鹿
部
町
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

に
つ
い
て

　
保
険
事
業
勘
定
で
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
３
２
６
万
２
千
円

を
減
額
し
、
予
算
総
額
３
億
９

０
４
４
万
６
千
円
と
し
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
給

付
費
の
減
額
や
特
定
入
所
者
介

護
サ
ー
ビ
ス
費
の
利
用
者
増
に

よ
る
追
加
の
ほ
か
、
地
域
支
援

事
業
実
施
要
綱
の
改
正
に
伴

い
、
一
部
事
業
を
一
般
会
計
予

算
へ
組
替
え
た
こ
と
に
よ
る
減

額
補
正
で
す
。

◆	

平
成
27
年
度
鹿
部
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予

算
に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
１
４

万
６
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
４
９
９
１
万
５
千
円
と
し
ま

し
た
。

　
内
容
は
、
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
納
付
金
の
確
定
に
よ

る
追
加
が
主
な
も
の
で
す
。

◆	

平
成
27
年
度
鹿
部
町
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　
補
正
予
算
額
は
、
収
益
的
支

出
を
１
万
１
千
円
減
額
し
、
総

額
を
、
９
２
７
９
万
３
千
円
と

し
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
給
与
条
例
改
正
に

よ
る
給
与
の
追
加
、
法
定
福
利

費
等
の
減
で
す
。

発
　
　
　

議

◆	

鹿
部
町
議
会
会
議
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
規
則
の
制
定

に
つ
い
て

　
標
準
町
村
議
会
会
議
規
則
が

改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
規
則

の
一
部
改
正
で
、
議
会
に
お
け

る
欠
席
の
届
け
出
の
取
り
扱
い

に
関
し
て
、
出
産
の
届
け
出
に

つ
い
て
新
た
に
規
定
す
る
も
の

で
す
。そ

　

の
　

他

◆	

資
源
ご
み
及
び
し
尿
等
の
処

理
に
係
る
森
町
へ
の
事
務
委

託
に
つ
い
て

　
本
町
の
資
源
ご
み
、
し
尿
及

び
浄
化
槽
汚
泥
の
処
理
に
つ
い

て
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

に
関
す
る
法
律
並
び
に
地
方
自

治
法
第
２
５
２
条
の
14
の
規
定

に
よ
り
例
年
の
と
お
り
森
町
へ

委
託
す
る
こ
と
に
つ
い
て
議
会

の
議
決
を
求
め
た
も
の
で
す
。

◆	

放
棄
し
た
債
権
の
報
告
に
つ

い
て

　
鹿
部
町
債
権
管
理
条
例
第
７

条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
町

が
放
棄
を
決
定
し
た
債
権
に
つ

い
て
、
同
条
例
第
８
条
の
規
定

に
よ
り
議
会
へ
報
告
す
る
も
の

で
す
。

◆
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　
地
域
医
療
の
維
持
と
安
定
を

目
的
と
し
て
、
し
か
べ
内
科
診

療
所
他
の
土
地
建
物
の
取
得
に

係
る
売
買
契
約
の
締
結
を
す
る

も
の
で
す
。

総
務
経
済
常
任
委
員
会

所

管

事

務

調

査

◇
総
務
経
済
構
成
委
員

　
委 

員 

長
　
佐
藤
　
頼
幸

　
副
委
員
長
　
川
村
　
裕
司

　
委
　
　
員
　
船
橋
　
敦
子

　
委
　
　
員
　
吉
　
　
英
樹

　
委
　
　
員
　
竹
ケ
原
公
勝

◇
調
査
年
月
日

　
平
成
28
年
２
月
29
日

◇
調
査
方
法

　
担
当
課
よ
り
関
係
資
料
に
基

づ
き
説
明
を
受
け
、
現
地
調
査

を
実
施
し
た
。

◇
調
査
結
果

　
道
の
駅
し
か
べ
間
歇
泉
公
園

に
つ
い
て
は
、
平
成
25
年
度
に

策
定
さ
れ
た
し
か
べ
間
歇
泉
公

園
周
辺
整
備
基
本
構
想
・
基
本

計
画
に
沿
っ
て
整
備
を
進
め
、

平
成
28
年
１
月
末
に
短
期
計
画

の
全
て
が
完
成
し
、
施
設
概
要

は
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
る
。

【
コ
ン
セ
プ
ト
】

　
間
歇
泉
を
核
と
し
、
多
様
な

世
代
が
集
ま
る
、
海
と
温
泉
の

観
光
拠
点

【
４
つ
の
基
本
方
針
】

　
○ 

間
歇
泉
公
園
の
魅
力
ア
ッ

プ
を
図
る
　

　
○ 

海
の
幸
と
温
泉
の
活
用
に

こ
だ
わ
っ
た
施
設
整
備

　
○ 

多
様
な
世
代
の
交
流
・
学

び
の
場
と
な
る
施
設
整
備

　
○ 

周
辺
と
の
機
能
分
担
・
連

携
が
可
能
な
施
設
整
備

道
の
駅
し
か
べ
間
歇
泉
公
園

の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

調査風景

鹿部町議会だより （ 4 ）



委 

員 

会 

の 

活 

動

【
施
設
内
容
】

 

１
　
海
側
施
設

（
１
）
多
機
能
物
産
館
（
木
造

　
平
屋
建
て
）

　
①
物
産
館
棟
（
４
３
１
㎡
）

　
※ 

間
歇
泉
公
園
と
渡
り
廊
下

で
接
続
《
物
産
販
売
コ
ー

ナ
ー
、
飲
食
コ
ー
ナ
ー
、

24
時
間
ト
イ
レ
、
事
務
ス

ペ
ー
ス
、倉
庫
、デ
ッ
キ
》    

　
② 

体
験
・
研
修
棟
（
１
４
２

㎡
）
50
人
対
応
可
能
《
調

理
実
習
室
、
研
修
室
、
備

品
庫
》

（
２
）
温
泉
広
場
（
４
５
０
㎡
）

　 《
温
泉
を
利
用
し
た
蒸
し
釡

６
基
・
ゆ
で
釜
１
基
、
常
設

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
設
備
２
基
、

四
阿
》 

 (

３
）
駐
車
場
（
９
６
０
㎡
）

　 《
21
台(

普
通
車
17
台(

う
ち

７
台
自
動
二
輪
車
兼
用)

大

型
車
２
台
、身
障
者
用
２
台)

》

  

※ 

こ
の
他
国
道
の
向
い
に
普

通
車
28
台
、
大
型
車
２
台

分
の
既
存
駐
車
場
あ
り
。

（
４
）
ア
ク
セ
ス
設
備
（
88
ｍ
）

　 

海
側
と
山
側
を
結
ぶ
手
摺
り

付
き
斜
面
通
路
（
歩
行
者
散

策
路
プ
ラ
ス
階
段
方
式
）

 

２
　
山
側
施
設

（ 

１
）
ウ
ェ
ル
カ
ム
花
壇
（
２

８
３
０
㎡
）  

（
２
）
多
目
的
広
場
兼
駐
車
場

　（
４
５
９
０
㎡
）

（
３
）
簡
易
散
策
路
（
２
５
０
ｍ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　   

　
現
在
は
３
月
18
日
の
開
業
に

向
け
道
の
駅
し
か
べ
間
歇
泉
公

園
運
営
協
議
会
ほ
か
各
関
係
機

関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
準
備

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
各
施
設
や
新
た
な
駐
車
場
が

整
備
さ
れ
、
多
く
の
来
場
者
が

期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後

は
更
な
る
駐
車
場
拡
大
等
、
よ

り
利
用
し
や
す
い
道
の
駅
と
な

る
よ
う
環
境
整
備
の
充
実
、
強

化
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

調査風景

調査風景

民
生
文
教
常
任
委
員
会

所

管

事

務

調

査

◇
民
生
文
教
構
成
委
員

　
委 

員 

長
　
盛
田
　
鐵
次

　
副
委
員
長
　
朝
井
　
翔
二

　
委
　
　
員
　
浦
　
　
梅
吉

　
委
　
　
員
　
中
川
　
　
一

　
委
　
　
員
　
野
田
　
重
毅

◇
調
査
年
月
日

　
平
成
28
年
２
月
４
日

◇
調
査
方
法

　
担
当
課
よ
り
関
係
資
料
に
基

づ
き
説
明
を
受
け
、
現
地
調
査

を
実
施
し
た
。

◇
調
査
結
果

　
障
害
者
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
と
は
、
地
域
に
お
い
て
自

立
し
た
日
常
生
活
・
社
会
生
活

を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

通
所
に
よ
る
創
作
活
動
や
生
産

活
動
の
機
会
を
提
供
し
、
社
会

と
の
交
流
の
促
進
を
図
る
場
で

あ
り
、
障
害
者
の
日
常
生
活
及

び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援

す
る
た
め
の
法
律
（
障
害
者
総

合
支
援
法
）
第
77
条
第
１
項
及

び
第
３
項
に
基
づ
き
「
地
域
生

活
支
援
事
業
」
の
ひ
と
つ
と
し

■
事
業
内
容

①
創
作
的
活
動
事
業

　
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ

　
ョ
ン
、
手
芸
工
作
、
絵
画
等

　
及
び
地
域
活
動
等
の
技
術
援

　
助
及
び
作
業
を
行
う
。

②
生
産
活
動
事
業

　
地
域
の
実
情
及
び
製
品
の
需

　
給
状
況
を
考
慮
し
、
障
害
者

　
等
の
特
性
及
び
能
力
に
応
じ

　
作
業
指
導
又
は
職
業
の
提
供

　
を
行
う
。

③
地
域
活
動
等
事
業

　
社
会
生
活
上
の
適
応
性
を
高

　
め
る
た
め
の
日
常
生
活
動
作

　
等
の
訓
練
、
生
活
マ
ナ
ー
等

　
の
講
習
、
当
事
者
の
自
主
的

　
な
活
動
の
支
援
、
地
域
と
の

　
交
流
等
を
図
る
た
め
の
場
や

　
機
会
の
提
供
等
、
地
域
生
活

　
の
支
援
を
行
う
。

　
利
用
対
象
者
は
、
本
町
に
住

所
を
有
す
る
15
歳
以
上
の
方
で

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を

有
す
る
方
と
な
っ
て
い
る
。

　
現
在
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
の
登
録
人
数
は
５
名
（
知

的
障
害
者
２
名
、
精
神
障
害
者

３
名
）
と
な
っ
て
お
り
、
平
成

26
年
度
ま
で
は
９
名
の
方
が
利

用
登
録
し
て
い
た
が
、
地
域
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の
活
動
経

て
、
平
成
18
年
10
月
に
制
度
化

さ
れ
た
。

　
本
町
は
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
の
利
用
人
数
や
職
員
配
置

基
準
、
開
設
日
等
の
関
係
か
ら

法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
基
準
を

満
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
た

め
、
町
独
自
の
障
害
者
福
祉
施

策
事
業
と
し
て
平
成
19
年
４
月

か
ら
、
鹿
部
町
地
域
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
「
ぽ
っ
ぽ
」
と
い
う

名
称
で
直
営
事
業
と
し
て
実
施

し
て
い
る
。

鹿
部
町
地
域
活
動
支
援
セ
ン 

タ
ー
ぽ
っ
ぽ
の
現
状
に
つ
い

て
調
査
し
ま
し
た
。
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委 

員 

会 

の 

活 

動

験
を
活
か
し
て
就
労
し
た
方
、

家
庭
の
事
情
に
よ
り
転
出
し
た

方
が
い
た
た
め
登
録
人
数
が
減

と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
立
ち
上
げ
当
時
か
ら
運
営

に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を

受
け
て
お
り
、
現
在
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
登
録
人
数
は
19
名
と

な
っ
て
い
る
。

　
平
成
26
年
度
か
ら
よ
り
専
門

的
な
立
場
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
と

し
て
就
労
移
行
支
援
事
業
所
シ

ゴ
ト
シ
ン
ク
北
海
道
に
業
務
委

託
を
し
て
お
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
協
力
員
と
行
政
、
委
託
先
が

一
体
と
な
っ
て
地
域
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
を
運
営
し
て
い
る
。

　　
平
成
26
年
度
の
活
動
日
数
は

全
部
で
91
日
に
な
り
、
内
５
月

か
ら
10
月
ま
で
の
毎
週
日
曜
日

に
し
か
べ
間
歇
泉
公
園
内
に
就

労
の
場
と
し
て
café
ぽ
っ
ぽ
を
29

回
開
設
し
、
温
泉
ゆ
で
卵
や

コ
ー
ヒ
ー
、
た
い
焼
き
を
販
売

し
て
い
る
。

　
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
レ
ー
シ
ョ

ン
等
の
創
作
活
動
や
一
閑
張

り
、
浮
き
だ
ま
づ
く
り
等
の
生

産
活
動
と
し
て
の
ぽ
っ
ぽ
ワ
ー

ク
活
動
は
併
せ
て
62
日
実
施
し

て
い
る
。

■
こ
れ
ま
で
の
活
動 

  

開
設
１
～
２
年
目

（
平
成
19
年
～
20
年
） 

　
本
別
中
央
会
館
で
週
１
回
、

創
作
活
動
や
社
会
交
流
活
動
を

中
心
に
活
動
し
、
桜
の
苗
木
の

植
樹
や
バ
ザ
ー
、
バ
ス
旅
行
な

ど
を
実
施

　
開
設
３
～
４
年
目

（
平
成
21
年
～
22
年
）

  

メ
ン
バ
ー
の
就
労
の
場
と
し

て
し
か
べ
間
歇
泉
公
園
内
に

「
café
ぽ
っ
ぽ
」
を
毎
週
日
曜
日

に
開
設
（
冬
季
は
休
業
）
営
業

時
間
は
10
時
～
16
時
ま
で
で
、

初
年
度
は
27
回
営
業
し
７
４
９

杯
の
コ
ー
ヒ
ー
を
販
売
し
た
。

　
ま
た
、
生
産
活
動
の
足
が
か

り
と
し
て
手
芸
品
を
試
作
し
、

函
館
・
渡
島
・
檜
山
　
教
育
・

福
祉
合
同
作
品
展
に
初
出
店
し

た
。（
函
館
市
棒
二
森
屋
デ
パ
ー

ト
）

　
開
設
５
～
６
年
目

（
平
成
23
年
～
24
年
）

 

「
ぽ
っ
ぽ
ワ
ー
ク
」（
生
産
活
動
）

を
本
格
的
に
開
始
し
た
。
町
物

産
館
に
「
ぽ
っ
ぽ
販
売
コ
ー

ナ
ー
」
を
設
置
し
、
手
工
芸
品

の
販
売
を
始
め
た
。

　
開
設
７
年
目
か
ら
現
在
ま
で

（
平
成
25
～
27
年
）

　
週
１
回
（
毎
週
木
曜
日
）
の

活
動
日
と
月
１
回
（
第
４
火
曜

日
）
を
ワ
ー
ク
日
（
ぽ
っ
ぽ
ワ
ー

ク
）
と
し
て
本
別
中
央
会
館
で

活
動
し
て
い
る
。

　
ぽ
っ
ぽ
ワ
ー
ク
で
は
「
一
閑

張
り
」
や
ホ
タ
テ
の
稚
貝
を
利

用
し
た
「
海
の
贈
り
物
」、「
浮

き
だ
ま
」、「
リ
ー
ス
」
づ
く
り

を
行
っ
て
い
る
。
作
成
し
た
製

品
は
町
物
産
館
、
町
文
化
祭
、

函
館
・
渡
島
・
檜
山
　
教
育
・

福
祉
合
同
作
品
展
等
で
販
売
さ

れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
多
く
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
協
力
員
と
一
体
と
な
り

活
動
事
業
を
拡
げ
、
就
労
移
行

支
援
事
業
所
へ
の
委
託
に
よ

り
、
専
門
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
受

け
て
取
組
を
行
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
今
後
、
さ
ら
に
障
害
者

の
就
労
に
繋
が
る
施
策
を
進
め

て
い
く
こ
と
を
望
む
も
の
で
あ

る
。

　
平
成
28
年
第
１
回
臨
時
会

は
、
１
月
19
日
招
集
さ
れ
、
次

の
案
件
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま

し
た
。補	

正	

予	

算

◆	

平
成
27
年
度
鹿
部
町
一
般
会

計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
９

５
９
万
４
千
円
を
追
加
し
、
予

算
総
額
30
億
９
５
９
０
万
３
千

円
と
し
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
し
か
べ
間
歇
泉
公

園
擬
岩
改
修
工
事
と
ふ
る
さ
と

納
税
の
寄
附
件
数
増
加
に
伴
う

関
連
費
用
の
追
加
が
主
な
も
の

で
す
。

【
以
上
１
件
原
案
ど
お
り
可
決
】

調査風景

作成した製品

臨
時
会

平
成
28
年

第
１
回
臨
時
会

鹿部町議会だより （ 6 ）



議
員
全
員
協
議
会

議会を傍聴してみませんか

次回の定例会は、6月上旬に開催される予定です。

～傍聴手続きは簡単です～

傍聴席の入り口にある傍聴人名簿に住所と氏名を記入するだけです。

議
員
全
員
協
議
会

◇	
平
成
28
年
第
１
回
議
員
全
員

協
議
会

・
開
催
月
日

　
平
成
28
年
２
月
８
日

・
内
容

　
し
か
べ
内
科
診
療
所
に
つ
い

て
　
し
か
べ
内
科
診
療
所
の
高
橋

医
師
が
診
療
を
終
了
す
る
こ
と

に
伴
い
、
町
と
し
て
も
地
域
医

療
の
継
続
に
向
け
て
全
力
を
尽

く
し
て
い
く
た
め
、
診
療
所
の

土
地
建
物
、
医
療
機
器
等
の
備

品
及
び
医
師
住
宅
等
に
つ
い

て
、
医
師
招
聘
の
環
境
を
整
え

る
べ
く
、
購
入
を
し
た
い
旨
説

明
が
あ
り
、
協
議
の
う
え
了
承

し
ま
し
た
。

※ 

こ
の
協
議
の
後
、
後
任
の

医
師
が
決
ま
り
、
６
月
の

第
２
週
か
ら
診
療
を
行
う

予
定
と
な
り
ま
し
た
。

平成２８年１月～平成２８年４月　本会議及び各委員会等の出席状況
（○は出席、×は欠席、△は遅刻・早退、―は該当なし）

会　　　議

竹
ヶ
原
公
勝

浦
　
　
梅
吉

吉
　
　
英
樹

朝
井
　
翔
二

盛
田
　
鐵
次

野
田
　
重
毅

川
村
　
裕
司

船
橋
　
敦
子

佐
藤
　
頼
幸

中
川
　
　
一

議会運営委員会（1/19） ○ ○ ― ― ― ○ ○ ― ○ ―

平成２８年第１回臨時会（1/19） ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

民生文教常任委員会所管事務調査（2/4） ― ○ ― ○ ○ ○ ― ― ― ○

平成２８年第１回議員全員協議会（2/8） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

総務経済常任委員会所管事務調査（2/29） ○ ― ○ ― ― ○ ○ ○ ○ ―

議会運営委員会（3/4） ○ ○ ― ― ― ○ ○ ― ○ ―

平成２８年第１回定例会（１日目、3/8） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成２８年度予算審査特別委員会（3/9） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成２８年第１回定例会（２日目、3/9） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会運営委員会（議会だより編集　4/11） ○ ○ ― ― ― ― ○ ― ○ ―
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２月
 4日 民生文教常任委員会所管事務調査 

    （全委員）

 7日 衆議院議員おおさか誠二新春の集い（議長）

 8日 第１回議員全員協議会 （全議員）

 9日 北海道町村議会議員公務災害補償等組合

議会定例会 （議長）

 10日 北海道市町村職員退職手当組合議会定例会

    （議長）

 12日 第１回渡島廃棄物処理広域連合議会定例会

    （関係議員）

  北海道議会議員冨原亮新春の集い （議長）

  18日 道の駅しかべ間歇泉公園運営協議会

    （関係議員）

 19日 渡島町村議会議長会定期総会 （議長）

 20日 衆議院議員前田一男新春の集い （議長）

 29日 第１回南渡島消防事務組合議会定例会

    （関係議員）

  総務経済常任委員会所管事務調査

    （全委員及び議長）

３月  

 4日 議会運営委員会 （全委員及び議長）

 8日 第１回定例会（１日目） （全議員）

 9日 予算審査特別委員会 （全委員及び議長）

  第１回定例会（２日目） （全議員）

 15日 鹿部中学校卒業式 （議長及び議員）

 17日 しかべ幼稚園卒園式 （議長及び議員）

  社会福祉法人渡島福祉会評議員会・理事

会 （議長及び関係議員）

 18日 鹿部小学校卒業式 （議長及び議員）

  道の駅しかべ間歇泉公園オープン式典・

施設内覧会 （議長及び議員）

 24日 社会福祉法人鹿部町社会福祉協議会評議

員会 （議長）

 26日 北海道新幹線開業式典・出発式他 （議長）

 29日 教職員合同送別会 （議長及び議員）

４月
 1日 参議院議員長谷川岳政経セミナー （議長）

 6日 鹿部小学校入学式 （議長及び議員）

  鹿部中学校入学式  （議長及び議員）

 7日 しかべ幼稚園入園式 （議長及び議員）

 8日 林野火災予消防対策協議会

    （議長及び議員）

 11日 議会運営委員会 （全委員）

 18日 鹿部救難所幹部会 （議長）

 21日 民生文教常任委員会所管事務調査 

    （全委員）

 22日 議会運営委員会 （全委員及び議長）

  第２回臨時会 （全議員）

 25～28日 北海道町村議会議長会役員視察研修

    （議長）

全国町村議会議長会自治功労者表彰
　この度、地方自治の振興発展に寄与され

た功績に対し、全国町村議会議長会より、

野田議員、浦議員、中川議員が表彰され、

平成28年第１回定例会に先立ち表彰の伝

達が行われました。 野田重毅議員
（議員27年以上）

浦梅吉議員
(議員15年以上)

中川一議員
（議員15年以上）

鹿部町議会だより （ 8 ）


